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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は若年成人と高齢成人を対象に、舌圧測定、反復唾液嚥下テスト、単音節反復課

題、表面筋電計を用いた水飲み時の舌骨上筋群の筋活動評価を食事前後に実施して、加齢

および食事摂取が口腔・嚥下機能に及ぼす影響を検討したものである。その結果、最大舌

圧は若年群より高齢群で低下を認めたが食事摂取の影響はなかった。食事摂取後、舌骨上

筋の活動に疲労の影響は認めなかったが、高齢群で随意的唾液嚥下の惹起時間は有意に延

長し、30秒間の唾液嚥下回数の低下と、口輪筋が主動筋である単音節/pa/の反復回数が低

下することが判明した。本論文の内容は、高齢者で食事摂取時間を長く持続した場合の嚥

下機能低下の機序を明らかとしたものであり、明らかに学術水準を高めたものと認める。 

 


